





大 屋 正 順
はじめに
本稿では、北魏朝治下に敦煌地方で行われた写経の書風についてその特徴





























財団法人武田科学振興財団杏雨書屋が 2009 年より順次刊行し、目録冊 1 冊・















狐崇哲自ら書写したとされる 4 本（No.6,8,12,14）中 3 本（No.6,8,12）が




























































































































































































































































（3） 大集経巻 23 大代太平真君 7 年歳次




（4） 維摩経題等 天安 2 年（467）













































































































































池 167 では、「 李盛鐸（旧） 松本文三郎『佛典の研究』一二三頁。羅一背。
李氏鑒藏燉煌寫本目録（散〇一九三）」となっているが、この「 李盛鐸（舊）」
が「羽 004」（図 1：外形、図 2：第 1 紙）19）に改められる。『敦煌秘笈』では、
その凡例にあるように、『敦煌遺書総目索引』中の「李氏鑒藏燉煌寫本目録
（據傳鈔本）」に符合すると考えられるものには、原題名の次にその番号が記













いる。羽 004 の①第 6 紙 12 に「十地品之二」とあるが、正蔵では「十地
品第二十二之二」（548 下２）、②第 13 紙 21 に「十地品之三」とあるが、
正蔵では「第三地」（551 上６）、③第 21 紙７に「十地品之四」とあるが、
正蔵では「第四地」（553 中 19）となっている。
また、巻の区分も違っていて、羽 004 では第 24 紙１の「一切衆生精進」
で区切り、そこまでを第 24 巻にしているが、正蔵の場合は 548 頁中、つ
まり羽 004 ①の見出しまでを第 23 巻、「十地品第二十二之二」から第 24
巻としている。ちなみに正蔵の第 24 巻の終わりは、羽 004 には出ないが
「第四地」、羽 004 で言うと「十地品之四」が終わるところであり、正蔵で
は第四地の終わりが「十地品第二十二之二」の終わりと一致し、「十地品第



















精度という面から『敦煌秘笈』の羽 004 と『墨美』156 号の S2179 を使用する。
まず、令狐崇哲の署名を確認するために、両識語を並べてみる。

































次に、羽 004 と P2179 で同一の文字あるいは同一の部首を含む文字を比
















































図 15 ～ 20 は〈心〉の例を出したが、彎笋部は肉厚で最終のハネがかな
り上方まではね上げられているのが特徴的で、地・已などのおつこう
4 4 4 4
も同様
である。図 15 ～ 17 では点が浮いているが図 18 ～ 20 では線に付いている
という違いはあるが、いずれも続けて書かれている。
図 21 ～図 26 では、北魏燉煌鎮写経の最大の特徴とも言える画の例を示
した。羽 004 と P2179 で同一文字を比較できたのは図 21・24 の〈頂〉の
みだが、図 22〈寶〉・図 25〈實〉、図 23〈願〉・図 26〈煩〉、「頁」と「貝」
の違いはあるものの、曲尺の転折以降の垂直画が極端に長いという特徴であ
る。図 22 は若干控えめであるが、いずれも貝の脚部よりはるか下方まで伸
ばしている。また、図 21 ～ 23 の羽 004 ではそのまま線を止めているが、
図 24 ～ 26 の P2179 でははねあげており、特に図 24 ではかなりの重量感
をもって筆を押し上げている印象がある。図 21 と図 23 の場合は「頁」の
右上がりがおさえられ更に転折部が若干落ち気味であるにも関わらず曲尺の
垂直画を伸ばすため、偏と旁のバランスからいっても右が落ちている印象と
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図 37 ～ 41 は「大谷大学所蔵敦煌本華厳経 47」で、『墨美』120 号冒頭
に収録されている藤枝氏自ら撮影した写真を転載したものである。この写経
の書写者は張顕昌で識語には「典経師令狐崇哲」とある（【表 1】No.9）。























































































14）［註 10］前掲の『人物志』79 ～ 80 頁では、令狐整（511-572）とそ
の父である令狐虬、その弟である令狐休が取り上げられており、いずれ
も高官の役人であったことがわかる。
15）池 161。P 目Ⅰ図版 7 頁・敦煌宝蔵 114、56 頁。
16）池 163。記載なし。2011 年に 1 ～ 10 巻、2013 年に 11 ～ 20 巻が刊
行された『英国国家図書館蔵敦煌遺書（漢文部分）』（方廣錩 , 英 ･ 呉芳
思主編、上海師範大學、英國國家圖書館合編）を未見で収録の有無を確
認していない。





と、首部：欠／紙数：18 紙のみ存（元来 26 紙）／一紙長：25.5 × 37
㎝（当時の 1 × 1.5 尺だった紙の縁を裁ち落としてこの寸法になった
もので、巻子として通常の寸法）／一紙行：22 行（第 3 ～ 6 紙はそれ
ぞれ 1 ～ 4 行不足する。毎紙末の書き損じ部分を切り捨てて次の紙に
書き継いだもの。第 14 紙は末 2 行を捨て忘れた痕跡あり。）／本文：
372 行／尾題識語：5 行。P2179 では巻 8 の終わりが示されているが、





この P2179 の他に S1427「成実論」（池 154）・S1547「誠実論」（池
156）、両本とも【表 1】に出る北魏燉煌鎮写経だが、言偏の有無が意







19）『敦煌秘笈』影片冊一、40 ～ 53 頁。目録の情報は次の通り。①番号：
四／題名：大方廣佛華嚴經巻第二十四　②原番号：四／原題名：華嚴經
（0193）　③首題：欠　④尾題：華嚴經巻第廿四　⑤用紙：縦 25.4 ×横
869.9㎝／簾条数 5（㎝当り）／一紙長：縦 25.4 ×横 36.5㎝／紙数 27
／紙質：麁麻紙／色：浅ブラウン／染：有　⑥一紙行数：22 ／字詰め：
17 罫線ナシ／界高・罫巾：記載なし　⑦巻軸・巻軸長・径：記載なし
⑧字体：記載なし　⑨体裁：巻子本　⑩同定大正 No.：278・第 9 巻・
54 頁※・下欄・7 行－ 554 頁・中欄・4 行－（※これは、54 頁ではな




五紙第 14 行「法界世涅朱丘」＝大正「涅槃」　7. 第六紙第 8 行首小字「下」
アリ。能以百菩薩但以略解脱若欲廣説者億却不能盡」の一行、誤寫、不用。
20）［註 1］前掲論文。『墨美』156 号。
21）［註 1］前掲論文。『墨美』119 号。この用筆に関する研究は［注 2］前
掲書『文字の文化史』でさらに深められ、（1）古筆、（2）鹿毫（秦筆）、（3）
兎毫竹管（今筆）という三段階の筆の進化が、篆―隷―楷という書体の
変遷に対応しているとの説を提示している。
一八
